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日本語の「正確」及びその類語群の成立について
―中国語の「正確」も視野に―
周 　　　　菁
The Establishment of “seikaku（正確）” Synonym Group in Japanese and 
the Acceptance of “seikaku（正確）” in Chinese
ZHOU Jing
After the Meiji era, there was significant changes occurred in Japanese vocabulary, 
and the modernization has progressed gradually. One of the facts that demonstrated the 
modernization of the vocabulary was the rapid increase of the kanji na-adjective, which 
greatly influenced the adjective system. Focused on the word  “seikaku （正確）”, this 
article studied on the formation and establishment of  “seikaku （正確）” synonym group, 
and the acceptance of  “seikaku （正確）” after it was lately introduced into Chinese. As a 
result, we found that from the end of the 19th century to the beginning of the 20th 
century, the meaning of " seikaku （正確）” was established, the distinction between  
“seikaku （正確）” and  “tadashi- （正しい）”  “seimitsu （精密）” became clear, and the 
modernization of the  “seikaku （正確）” synonym group was completed. Furthermore, the 
word  “seikaku （正確）” entered the Chinese language in the early 20th century, and was 
widely used.
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はじめに
　明治期に日本の語彙は大きく変容し、語種の面では漢語、品詞の面では名詞、形容動詞とサ変動詞が
大いに増えたことが指摘されている1）。また、形容動詞は形容詞の貧弱を補うために登場したものと言わ
れている2）。しかし、「漢語の形容動詞」という一群の語彙を対象に、明治期の語彙の近代化という背景
のもとで、その出現と定着を考察した研究は少ない。また、言語接触の視点で中日間の近代の新漢語の
1 ）	宮島達夫（1983）「現代語いの形成」『論集日本語研究15現代語』有精堂、165－180頁
2 ）	柏谷嘉弘（1973）「『形容動詞』の成立と展開」『品詞別日本文法講座 4 形容詞・形容動詞』明治書院、158頁
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交流に対する研究も大きな成果をあげたが3）、学術名詞に焦点が当てられ、形容動詞という一般語彙につ
いてはほとんど研究されていない4）。したがって、本論ではまず、形容詞5）の近代化の背景として、明治
以降の漢語形容動詞急増の現象について分析を行い、明治の新漢語である「正確」の誕生の要因を探る。
次に、類語である「正しい」「正確」「精密」を比較し、「正確」類語群の形成と定着を考察する。さら
に、中国に伝わった「正確」の受容と定着についても検討を試みるものである。
1 、 明治以降における漢語形容動詞の急増について
1.1　漢語形容動詞増加の要因
　明治期に漢語形容動詞が著しく増加した状況に関して、なぜこれほど多くの形容詞が必要であるのか、
なぜ他の語種ではなく、漢語なのかという二つの問題を明らかにしなければならない。
　まず、なぜこれほど多くの形容詞が新しく使われたのかに関して、どの時代においても、歴史が進む
につれ、語彙の量が増えることは極自然なことである。それは物事の性質・状態が新しく現れたり、発
見されたりするとき、またはある性質・状態をより精確に表現するために、新語が要求されるわけであ
る。このような語彙の変化は漸進的なもので、外来の影響がなければ一時期に急増することはないと考
えられる。しかし、明治期は語彙がそのように発展できる穏やかな時代ではなかった。「明治維新」や
「文明開化」などにより西洋文明が伝来し、新しい文物が爆発的に取り入れられた。それに伴い、それら
の新事物を表す日本語を作る必要性が生まれ6）、結果として、新名詞の増加がもっとも目立っていたが、
形容詞もそれにともない、以前と異なった勢いで大量に増加した。つまり、明治期における漢語形容動
詞の急増に外来の刺激が一役を買ったのである。そのような外来的要因による語彙の増加は、名詞の場
合、西洋の言葉に対応する訳語として作成されたのが主であろう。一方、形容詞の場合は、名詞に「的」
を付けて形容詞化させるという接辞を利用する方法があげられる。よって、「○○的」型の形容詞は、翻
訳の過程で生成されたものが多数あると推測できる（例えば「積極的」「消極的」など）。
　しかし、訳語と直接な関係を持たない新しい形容詞も多く現れた。それは、日本語において、語種と
いう特別な存在に関連していると考える。日本語には和語・漢語・外来語という異なる語種が存在して
おり、同一・類似の意味に複数の語種の語が用意されているケースは少なくない（例えば「たしか」と
「確実」など）。明治前期に漢語が愛用され、文章中に漢語を用いて表現することが流行っていたことは
3 ）	沈国威（1994））『近代日中語彙交流史―新漢語の生成と受容―』笠間書院、荒川清秀（1997）『近代日中学術用語の
形成と伝播	地理学用語を中心に』白帝社、陳力衛（2001）『和製漢語の形成とその展開』汲古書院、朱京偉（2003）
『近代日中新語の創出と交流―人文科学と自然科学の専門語を中心に―』白帝社などが挙げられる。
4 ）	周菁（2016）「明治以降の漢語形容動詞の発達について」『或問』29号、179－190頁は明治以降の「漢語形容動詞」の
リストを作成し、その中の「日中同形語」を調査した。周菁「中日同形詞“正確”的考源」（『浙江外国語学院学報』
第 2 号、2017年 3 月掲載予定）は「正確」語彙の語誌研究を行い、この語は明治以降、日本で作られた新漢語であ
り、後に中国に流入したことを考証した。この二本の論文以外には、管見の限り見られない。
5 ）	本稿では、形容詞はナ形容詞（形容動詞）とイ形容詞で構成されるという捉え方にしている。
6 ）	森岡健二（1991）『改訂近代語の成立―語彙編―』明治書院、 2 頁を参照にした。
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一般的な認識である。今野（2013）7）は「明治期が和語と漢語とに『緊張関係』があって、両者の語義が
結びつきながら日本語の語彙体系を形成していた時期」であると指摘している。そのため、和語に相当
する漢語がなければ、それを作る要請は当然生じてくる（例えば、「さとい」と「敏感」、「幸せ」と「幸
福」など）。つまり、和漢対応の必要性からも語彙が増えたのである。
　次に、なぜ他の語種ではなく、漢語の形容動詞が急増したのかについて、日本語の語種体系による和
漢対応の要請のほか、次の要因8）が考えられる。第一に和語より漢語のほうが生産性が高く、新語生成
にふさわしいためである。和語は生産性が限られているため、複合語で語を作ることは可能だが、抽象
度の高い概念や細かい意味を表すことは困難で限界がある。一方、漢語では、漢字一文字で一つの意味
を有しているため、抽象的概念や複雑な意味を表現することができるうえ、より少数の文字列で意思表
示が実現でき、実に効率的な語種だと言える。その結果、漢語形容動詞が形容詞生産の主となったと考
えられる。第二に語の意味を明確にし、精緻化させるため、和語より漢語のほうがふさわしいためであ
る。和語の形容詞は多義的なものが多いのに対し、漢語形容詞は一義的なものが多い。二字漢語の場合、
表意文字を二つ結合させることによって、意味がより明確かつ厳密になると考えられる（例えば、「きよ
い」と「単純」、「清純」など）。
1.2　「正確」誕生の原因
　「正確」の最初の使用例を調べてみたところ、『明六雑誌』（1874）「此一事に關する公法中の眞理を證
するには右に引用せる證據の外更に是より正確なるものあるべからず」という訳文があった（下線は筆
者、以下同）。原文と照らし合わせた結果、英語の「fairly」と「correctly」の二語の訳語として「正確」
が使われたことが判明した。また、英和辞書に初めて姿を現したのは『附音挿図和訳英字彙』（1888）で、
「Correctness,	n.	正シキヿ、錯ナキヿ、眞正、正確」という記述であった。以上のことから、「正確」と
「correct」とはいくらかの関連性があると思われる。しかし、それによって「正確」が外来の刺激によ
り、訳語として誕生したとは言いにくい。その理由に、初出例に出た「正確」は「fairly」と「correctly」
の両方の意味を持っており、ある英単語と一対一の関係ではないこと、「正確」は英語「correctness」の
訳語になってはいるが、それが唯一の訳語ではなく、「正しいこと」なども当てられていたことが挙げら
れる。現代の英和辞書においても「正しいこと」が「correctness」の訳語として使われており、「正確」
がないと訳語が成り立たないことはない。したがって、「正確」は外来的要因より、日本語自身の発展・
変化の要請に応じて作られたと考える。
　1.1に言及したように、日本語に複数の語種が存在し、同じ意味を表現するのに、文体に応じて、和語
を使用したり、漢語を用いたりする。よって、当時漢語使用の風潮から、文体上「正しい」に相当する
漢語作成が求められ、その結果として「正確」が誕生したと考えられる。ただし、「正しい」は多義語
で、「正確」と意味が完全に一致するのではない。文脈によって、「正しい」が「正確」ではなく、「正
当」や「適当」などの語と和漢対応になることがある。
7 ）	今野真二（2013）『「言海」と明治の日本語』港の人、137頁
8 ）	森岡健二（1991）『改訂近代語の成立―語彙編―』明治書院を参照にした。
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　もう一つの理由として、「正確」は二字漢語であるだけに、意味がより明確で厳密になれる。「正しい」
の類語に、「精密」など古くから使われてきた漢語も存在しているのに、敢えて「正確」を作ったのもそ
のためであると言えよう。つまり、類語でありながら、それぞれの漢語なりのニュアンスを持ち、具体
的なコンテストに即して使い分けるという要請も、「正確」の産出を促したのであろう。
2 、辞書とコーパスに見る「正しい」「正確」と「精密」
2.1　辞書記述
　「正確」に相当する意味の言葉について、明治期においてどのような言葉が使用されていたかを調べる
ため、幕末及び明治期の主な英和辞書における「accurate」「correct」「exact」「precise」「right」の訳
語を確認し、統計を行い9）、表 1 を作成した。その結果、訳語の出現頻度は「正しい」「精密」「正確」10）
の順で高かった。そして、「正しい」はすべての辞書に現れ、以上の 5 つの英語の訳語ですべて確認され
た。また、「精密」は『和英語林集成』の初版と 2 版以外の辞書にすべて登場し、「accurate」「correct」
「exact」「precise」の訳語として使われていた。最後に、「正確」は最も新しく出現した訳語の一つであ
るが、使用頻度が高く発展の勢いが強く、『新訳英和辞典』（1902）と『詳解英和辞典』（第 2 版、1913）
には、「accurate」「correct」「exact」「precise」の四語の訳語になり、「正しい」と「正確」「精密」の
三語は類似度の高い語であることが認められよう。そこで、本節では辞書とコーパスを通じて、「正確」
を中心に、この三語の意味・使用を検討し、「正確」類語群の形成と定着を考察する。
表 1 11）　英和辞書における「accurate」「correct」「exact」「precise」「right」の訳語
	 英　語
辞　書 accurate correct exact precise right
『英和対訳袖珍辞書』（1862） 精密ナル 正シキ 精密ナル
『和英語林集成』（1867） 正しい 正しい 正しい
『和英語林集成』（第 2 版、1872） 正しい 正しい 正しい
『附音挿図英和字彙』（1873） 精
コマヤカ
密ナル 正
タヾシ
シキ
正
タヾシ
シキ
精
セイミツ
密ナル
正
タヾシ
シキ
精
セイミツ
密ナル
正
タヾシ
シキ
『明治英和字典』（1884－89）
正シキ
精密ナル
正キ
精密ノ
正キ
精密ノ
精密ナル 正シキ
『和英語林集成』（第 3 版、1886）
正しい
精密な
正しい 正しい
『附音挿図和訳英字彙』（1888）
精密ナル
正シキ
正シキ
精密ノ
正シキ
精密ノ
精密ナル 正シキ
『ウェブスター新刊大辞書和訳字彙』（1888） 精密ナル 正キ
正キ
精密ナル
正シキ
精密ナル
正シキ
9 ）	統計から「right」の「右」など明らかに「正確」と異なる意味の訳語を排除した。
10）	四番目は「几帳面」で、前の三語と意味の違いが大きいと判断し、検討対象に入れなかった。また、五番目以降の
語は出現頻度が一段と低いため、考察しなかった。
11）	訳語は「正しい」「正確」「精密」の三語だけを示した。空白の部分は三語のいずれも見られないことを示す。
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『新訳英和辞典』（1902）
正確ナル
精密ナル
正シキ
正確ナル
正シキ
正確ノ
精密ノ
精密ナル
正確ナル
正シキ
『詳解英和辞典』（第 2 版、1913） 正確ナル
正確ナル
正シキ
正確ノ
精密ノ
精密ノ
正確ノ
正シキ
　『日本国語大辞典』（第 2 版、以下『日国』とする）によると、「正しい」「正確」「精密」は次のように
記述されている。「正しい」は「⑴形や向きがまっすぐである。ゆがんだり曲がったりしていない。横向
きになったり、わき道にそれていない。⑵形が整っている。きちんとしている。⑶道徳、規則、道理、
作法、約束の時間など規範とされているものにかなっている。また、事実に合っている。まちがってい
ない。正統である。」（第 8 巻930頁）と三つの意味をもっており、いずれの意味においても10世紀以前に
使われていた用例が挙げられている。次に、「正確」については、「正しくたしかなこと。事実あるいは
基準となるものに合っていてまちがいのないこと。また、そのさま。」（第 7 巻1144頁）と記述され、周
（2017）によって、中国の古典に見られない語で、明治以降に作られた和製漢語であることがわかる。最
後に、「精密」は「くわしくこまかいこと。こまかくゆきとどくこと。また、工作物の細部にいたるとこ
ろまで正確で、巧みにできていること。また、そのさま。」（第 7 巻1256頁）と記されており、用例の初
出は718年にまでさかのぼり、その後使用し続けられてきたことがわかる。また、中国古典における用例
も示されている。
　以上をまとめると、出自という視点から見て、「正しい」と「精密」は古くから使われてきた語だが、
前者が和語で、後者が漢籍語である。「正確」は明治以降の新語で、漢籍に見られない和製漢語である。
意味という視点から見れば、「正確」と「正しい」は「事実という基準に合っている」ことに一致してい
る。「精密」は『日国』の記述に「正確」が出たことで、相似性が認められよう。もちろん、それぞれの
語に異なるニュアンスも込められている。
　さらに近代の国語辞書を調べたところ12）、「正しい」と「精密」には特に意味の変化がないのに対し、
「正確」には変化が確認された。漢語辞書と和英辞書も視野に入れ、「正確」の意味変化をまとめたもの
が表 2 である。
　『必携熟字集』（1879）には「たしか」のみであり、『和英語林集成』（第 3 版、1886）にある「正確」
の英語訳は「certain,	fixed」で、「たしか」の意味合いが強かった。この初期の二冊の辞書によれば、当
時「正確」の意味に「正」よりは「確」のほうに焦点が置かれていたのであろう。次の『和漢雅俗いろ
は辞典』（1889）に出た「誤りがない」は「正しい」と似ているが、「かたい」という意味はほかの辞書
に見られなかった。また、『日本大辞書』（1892）と『帝国大辞典』（1896）には「くわしい」という意味
があったが、以降の辞書では削除されている。そして、以上のゆれを経て、『日本新辞林』（1907）以降
はようやく「正しく、たしか」と統一され、意味に定着が見られるようになったことがわかる。
12）	調査した辞書は表 1 に挙げたものの他に、『言海』（1889）、『日本大辞林』（1894）、『日本大辞典』（1896）がある。こ
れらの辞書には「正確」語彙が掲げられていない。
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2.2　「正確」の用例分析
　本節では実際の用例より、「正しい」と比較しながら、「正確」の定着過程を検討する。用例の収集は
主に『日本語歴史コーパス』13）を利用した。「書字形出現形」が「正確」という条件で検索した結果、「正
確」は「明治・大正編」の部分にのみ現れた。「明治・大正編」に『明六雑誌』（1874－75）、『国民之友』
（1887－88）、『女学雑誌』（1894－95）、『太陽』（1895、1901、1909、1917、1925）、『女学世界』（1909）、『婦
人倶楽部』（1925）という多数の雑誌が公開されたが、時期の最も早いものは『明六雑誌』で、それ以外
はすべて10年以上後のものである。また、「正しい」については「まさしい」との混同を避けるため、「語
彙素読み」が「タダシイ」という条件で検索を行った。
2.2.1　初期の用例
　調査の結果によれば、「正確」の初期用例は次の通り19世紀70年代の 2 例しか見られない。
1 ）	此一事に關する公法中の眞理を證するには右に引用せる證據の外更に是より正確なるものある
べからず（1874年『明六雑誌』 6 号「『ヒリモア』万国公法の内宗教を論ずる章（撮要）」）
2 ）	今の同権論は、其所論、あるいは正確なるが如くなるも、主人自から論ずるの論にあらずして、
人のために推量臆測したる客論なれば、曲情の緻密を尽したるものにあらず。（1875年『文明論
之概略』卷之六・第十章14））
　 1 ）の原文は「The	true	doctrine	of	 International	Law	upon	this	subject	could	not	be	more	 fairly	
or	more	correctly	expressed	than	in	the	 important	citation	which	has	 just	been	made.15）」で、「fairly」
13）	国立国語研究所コーパス開発センター編（2016）『日本語歴史コーパス』（バージョン2016.10、中納言バージョン
2.2.1）https://chunagon.ninjal.ac.jp/（2016年10月29日確認）
14）	 2 ）の用例は『日国』に提示されている（福沢諭吉著・松沢弘陽甲校注（1995）『文明論之概略』岩波書店、286頁
による）。ただし、漢字にあてたルビを省略した。
15）	山室信一、中野目徹校注（1999）『明六雑誌』（上）岩波書店、230頁によると、この訳文は『国際法注釈』（R.J.	
表 2 　明治期の辞書における「正確」の意味変遷
	 意味
辞書 正しい たしか 誤りがない かたい くわしい
『必携熟字集』（1879） ●
『和英語林集成』（第 3 版、1886） ●
『和漢雅俗いろは辞典』（1889） ● ● ●
『日本大辞書』（1892）
『帝国大辞典』（1896）
『日本新辞林』（1897）
『ことばの泉』（1898－99）
『国語漢文新辞典』（1905）
『辞林』（1907）
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と「correctly」を「正確」に訳したと考えられる。当時影響力が大きく、広く使用されていた英和辞書
を調べた結果、「fairly」は「Shōjiki	ni,	massugu	ni,	 jin－jō	ni.」（『和英語林集成』2 版、1872）、「明白ニ、
公平ニ、正直ニ、順便（ベンリ）ニ、全（マツタ）ク、柔和（ヤハラカ）ニ」（『附音挿図英和字彙』
1873）、「correctly」は「Tadashiku,	machigawadzuni.」（『和英語林集成』 2 版、1872）、「詳細（コマヤ
カ）ニ、謹（ツ丶シ）ンデ、正（タヾシ）ク」（『附音挿図英和字彙』1873）と記述されていたことがわ
かる。文脈と合わせて見れば、ここは「明白で、正しく」と解釈したほうが自然であろう。意味の解釈
に断言はできないが、この訳語である「正確」はのちの辞書における「正確」の意味記述と異なること、
及び「正しい」という意味あいを持っていることは確かであろう。
　 2 ）は福沢諭吉の『文明論之概略』に出た文で、この文における「正確」は「（その説は）道理にあっ
ている」と理解してよいのであろう。
　同じく1874年と1875年の「正しい」の使用例を調べた結果、24の用例があった。24例はすべて文語で、
紙幅の関係上、代表的なものだけ列挙する。
3 ）	又耶蘇の宗徒たる者は理明かに論正しく且事勢止を得ざるに非ざれば敢て凶器を弄せずと云へ
るヿあり（1874年『明六雑誌』 6 号「『ヒリモア』万国公法の内宗教を論ずる章（撮要）」）
4 ）	凡そ世人の品行を正くし徳義を敦くするに道理稍高尚に渉れば之を以て愚者を感動し（1874年
『明六雑誌』19号「人間公共の説（三）」）
5 ）	苟も官人貴族の好尚正しからざるときは下民の風俗醜陋卑猥言ふに忍びざる者あり（1875年『明
六雑誌』31号「脩身治國非二途論（明治八年三月一日演説）」）
6 ）	かの己を恭うして正しく南面し無爲にして治むるの人其爲る所亦是のみ（1875年『明六雑誌』
17号「知説（二）」）
　 3 ）は 2 ）の「正確」と同様に、「論」が主体になっており、意味に類似性が認められよう。しかし、
4 ）と 5 ）は「道徳・風俗に合っている」、6 ）は「向きがまっすぐ」という意味で、当時の「正確」に
は見られない使い方である。
　以上、「正確」の初期用例を「正しい」と比較しながら分析を行ったが、次のことが窺える。まず、「正
確」の使用例は 2 例しか見られなかったため、その厳密な意味を把握するのは困難である。あるいは、
当時その語の意味にゆれがあり、明確になっていなかった。次に、「正確」は「正しい」とよく似た使用
例が見られたことで、両語の意味に重なるところが認められた。さらに、「正確」より「正しい」のほう
が意味が豊富である。
2.2.2　1887－1888年の用例
　次に見られた用例は12年後の『国民之友』（1887－88）である。当然この12年間に「正確」が使われて
Phillimore,	Commentaries upon International Law,	London,	1871）の第四部第一章からの抄訳である。この英文は
Commentaries upon International Law,	p.524から探し出したものである。
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いなかったのではなく、手に入れた資料の限りで見られなかっただけである。用例は12例にのぼり、す
べて文語である。以下一部を挙げる。
7 ）	その論は正確なれども。人心を動しがたし。（1887年『国民之友』11号「保守的反動の大勢評」）
8 ）	社會に必要なる改革を忌むは實に愚の至りなり、正確にして善美なるものは之を固守せよ（1887
年『国民之友』 4 号「ビーチャル氏の政論」）
9 ）	其緊要なる諸點は盡く正確にして違ふ所なきは疑なし（1888年『国民之友』17号「基督教の聖
書翻譯完成す」）
10）	尤も統計も今日に在りては尚未だ正確の域に達せず（1888年『国民之友』25号「應用統計學」）
11）	一家の會計を整正することを得せしめんが爲めに編輯せしものにて簡明正確恰も其の當を得た
り（1887年『国民之友』 7 号「諸雑書の批評」）
12）	追々と正確堅固なる實業に手を出し（1887年『国民之友』 8 号「銀行の割賦金は商業恢復の望
を示す」）
　 7 ）も「論」が主体となっているために、初期の用例と同様に、「道理に合っている」という意味で使
われていたと言えよう。 8 ）は「道徳・風俗に合っている」、 9 ）と10）は「基準・事実にあっている」
を意味していると考える。また11）と12）は複合語としての使い方が見られた。
　同じ資料から「正しい」の用例が20例あり、次の一部の使用例を提出したい。
13）		何となれば開國始末の事實は正しければなりと御斷言成れ候ても朝比奈生の批評は是なり（1888
年『国民之友』26号「丸山名政君に寄する書翰」）
14）		右諸國も定て未だ正しき割合をば得居らざることなるべし（1887年『国民之友』 5 号「政治家
の所得減少し、商工業の繁昌すへき時代」）
15）		其文法を誤る事往々の如し。且又此書地名人名等を寫すに正しからず、例へば路易第十六世の
后をアントイネツトと爲す、其實はアントワネツトと爲すべき也（1887年『国民之友』10号「萬
國歴史」）
16）		渠は規律ただしく嚴刻にてありし、甚だ幼なき童子の時より余は渠を畏れたり（1888年『国民
之友』29号「隨見録（六）」）
17）		氏は父カスパルより規則正しき教育を受け、十六才の時父に從つてヨーゼフ第二世の即位式を
參觀せり（1888年『国民之友』36号「ゲェテー論」）
18）		小心翼々眞理の所在を探求し敢て其結果の如何を顧慮せず正しきは堂々之を唱へ正しがらざる
は侃々之を駁し（1887年『国民之友』 8 号「銀行の割賦金は商業恢復の望を示す」）
19）		我は最も正しき戰爭よりは最も正しからざる平和を取らん（1888年『国民之友』19号「日本の
學者」）
　13）、14）	、15）は「事実・基準に合っている」ことで、 9 ）、10）と一致する。また、16）と17）は
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複合形式になっている。特に他と異なるのは、18）と19）で、「真理や人の道に合っている」の意味で、
「正当、正義」のニュアンスが込められていると考える。
　1887－88年における「正確」と「正しい」の比較によって、次のことが見られよう。1.	「正確」にも
「正しい」にも「事実あるいは基準に合っている」という意味が確認できた。2.	1874―75年の「正しい」
の用例に見られた「道徳・風俗に合っている」意味がこの時期の「正確」に使用されていた。3.「簡明正
確」、「正確堅固」、「規律正しい」、「規則正しい」のように、両語には共に複合形式が用いられた。4.「正
しい」の用例に「正当、正義」の意味合いがあるが、「正確」には見られなかった。
2.2.3　1894－1925年の用例
　1894－1925年における「正確」の用例は大幅に増えたが、1887－88年と比べ、意味の増減は認められな
かった。ただし、「正確」の用例に「事実・基準に合っている」という意味での使用例が大半を占めるよ
うになり、「道徳・風俗または道理に合っている」意味の使用例の割合が少なくなった。一方、「正しい」
はその逆である。また年ごとの用例には特に変化が見られなかった。よって、この時期になると、「正
確」と「正しい」は「ある基準に合っている」点では一致しているが、ニュアンスは異なる方向に走っ
たと結論づけられよう。
2.3　「正しい」「正確」「精密」の使用傾向
　2.1は辞書記述を通じて「正しい」「正確」「精密」の特徴と異同をまとめた。この節は、用例を通して
この三語をより細密に考察する。『日本語歴史コーパス』に収録されている『太陽』雑誌は1895年、1901
年、1909年、1917年と1925年分のデータが集められており、19世紀末から20世紀初期にかけてこの三語
の使用にどのような変化が起こり、どのような特徴が表れていたかを考察するのに適切だと考える。よ
って、この節は『太陽』に出た用例を対象として考察を行う。
2.3.1　使用頻度の変化
　「正しい」「正確」「精密」の使用頻度の変化を探るために、三語の年ごとの使用回数を統計し、図 1 を
作成した。この図より次の 4 点が明らかになった。1.「正しい」は一貫して使用頻度が最も高く、頻度変
1895 1901 1909 1917 1925
正しい 74 83 67 61 112
正確 16 43 27 57 79
精密 45 41 31 19 18
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図 1 　『太陽』における「正しい」「正確」「精密」の使用頻度
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化も比較的に安定している。ただし、1895－1917年まで小幅の起伏だったが、1917－1925年は急上昇を示
した。2.	全体的に「正確」は増える傾向が示されている。1895年にはまだ使用頻度が16しかない語だっ
たが、1925年には使用頻度が79に上り、「正しい」に近づいてきた。3.	「精密」の使用頻度は絶えず減少
した。1895年の使用頻度は45で、「正しい」に次いで二番目に高かったが、1901年に「正確」に追い越さ
れた。1909年にまた二番の位置に戻ったが、その後「正確」は急増した一方で、「精密」は減っていき、
「正確」との交代が明らかである。
2.3.2　連体修飾のコロケーション
　ここでは、コロケーションという視点で、用例に最も高い割合を占めた連体修飾、つまり「形容詞＋
の／なる／な16）＋名詞」というパターンを検討する。このパターンの中の名詞を、分野別17）に分け、表
3 を作成した。「正しい」は「形式体言」を除いて、大項目では「人間活動」が半数を超え、「抽象的関
係」が二番目に多く、そのほか「人間活動の主体」と「生産物・用具」にも数例確認できた。小項目で
は「心」が圧倒的に多かった。「正確」は「形式体言」を除いて、大項目ではほぼ「人間活動」と「抽象
的関係」に集中していることが分かった。小項目では「言語」と「心」が最も多く、「類」「量」「事柄」
などが次いで、ほかは極少数である。「精密」は大項目では「人間活動」に集中し、小項目では「心」の
分野の半分を占め、次に「言語」に多かったことがわかった。
　三語の共通点は、「人間活動」（特に「心」）と「抽象的関係」に多かったこと、及び「自然物・自然現
16）	「正確の＋名詞」「精密の＋名詞」という使い方は、『太陽』の1895-1917年のデータには数例確認されたが、1925年
には見られなかった。「なる」と「な」はそれぞれ文語と口語の使い方である。ここでは、後ろに接続する「名詞」
に焦点を当てて検討したため、「の／なる／な」の変化については研究対象から外した。
17）	国立国語研究所編（2004）『分類語彙表』（増補改訂版）大日本図書刊の分類を参考にした。
18）	括弧の左にある数字は語数、括弧の中は百分率を示す。百分率は小数点以下一桁までとする。
表 3 　「正しい」「正確」「精密」の連体修飾対象の分類
	 形容詞
分　野
正しい 正　確 精　密
抽象的関係
量   3（  2.8）18）  7（  8.2）  3（  8.2）
類   5（  4.6）  8（  9.4）  2（  8.2）
事 柄   0（  0.0）  7（  8.2）  1（  2.0）
その他   8（  7.3）  9（ 10.6）  0（  0.0）
計  16（ 14.7） 31（ 36.5）  6（ 12.0）
人 間 活 動
心  39（ 35.8） 15（ 17.6） 25（ 50.0）
言 語   8（  7.3） 16（ 18.8）  9（ 18.0）
その他  12（ 11.0）  5（  5.9）  4（  8.0）
計  59（ 54.1） 36（ 42.3） 38（ 76.0）
人 間 活 動 の 主 体   7（  6.4）  1（  1.2）  1（  2.0）
生 産 物 ・ 用 具   3（  2.8）  0（  0.0）  2（  4.0）
自然物・自然現象   0（  0.0）  0（  0.0）  0（  0.0）
形 式 体 言  24（ 22.0） 17（ 20.0）  3（  6.0）
総　　計 109（100.0） 85（100.0） 50（100.0）
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象」にないことが挙げられる。相違点について、「正しい」は「自然物・自然現象」以外の分野にすべて
用例が見られ、「心」以外は比較的に均等に各分野に使用され、使用領域が最も広い。それは「正しい」
の多義性に関係し、使用頻度が最も高いことにもつながっていると考えられる。「正確」は小項目の「言
語」「類」「量」に多用され、信憑性が求められる数字、額、記録などの語と共起する傾向が見られた。
「精密」も「自然物・自然現象」以外の分野にすべて用例が確認てきたが、分野別の使用は均等ではな
く、「心」に際立って多かった。
　「共起」すなわち任意の文において、ある単語とある別の単語が同時期に使用される意味である。その
共起する名詞の高い順19）で、「正しい」は「道」（ 7 回）、「方法」（ 5 回）、「判断」（ 4 回）；「正確」は「報
道」（ 5 回）、「結果」（ 4 回）；「精密」は「調査」（ 8 回）、「～図」（ 6 回）となっている。
3 、近代中国語における「正確」
　「正確」は和製漢語で、日本語に定着した後、中国語に流入した。ここでは、「申報データベース」20）
（以下『申報』とする）及び「大公報：1902－1949全文検索データベース」21）（以下『大公報』とする）を
利用し、使用例の分析を通じて、「正確」の中国語における受容と定着、及び意味変化の有無などを考察
する。
3.1　初期用例と意味分析
　両データベースで検索した結果、19世紀末期に「正確」という文字列で現れた使用例に以下のものが
見られた。
①查學生報名未到者、尚有七八十人。限於九月底截止、或年内□22）開、正確願來堂肄業、可預繳學
堂助欵23）（『申報』1898年10月19日第9165号「上海經濟學堂」）
　①の「正確」は、「正」が「ちょうど」、「確」が「たしかに」という意味で、一語ではなく、二語であ
ると判断できよう。「正確」が一つの語として確認できたのは20世紀に入ってからである。初期の用例は
以下の通りである。
19）	共起の出現回数が 4 回以上に絞った。ただし、形式名詞を除いた。
20）	「申報データベース」北京愛如生数字化技術研究中心編（2016年10月29日確認）。『申報』は原名『申江新報』、1872
年に上海で創刊し、1949年に廃刊した。近代中国において、刊行時期が最も長く、影響力が大きかった新聞である。
21）	「大公報：1902－1949全文検索データベース」中国国家図書館より権利許諾、中国教育図書輸出入有限公司、得泓咨
詢有限公司共同出版（2016年11月11日確認）。『大公報』は1902年天津で創刊し、現在香港でも発行が続いている。近
現代の中国において、刊行時期が最も長く、影響力も大きい新聞である。
22）	「□」は判読できない字を示す。
23）	句読点は筆者がつけたものである。以下同。
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②	至於校勘訛誤、悉具精心點畫之疑、必期正確（『大公報』1902年12月17日第184号「文明書局發刊
日本早稲田講義叢譯旨趣」）
③	教授事項不宜過煩、又弗流於形式、惟期各生徒解悟正確、應用自然（『大公報』1903年 3 月24日第
270号「日本高等女學校教育新旨趣」譯日本朝日新聞）
④	故談及滿洲之事者、無論人咸、欲先知其需用品之消費力如何、亦自然之勢也。然無一能得正確之
標準者。（『申報』1905年12月 4 日第11723号「満州之輸入貿易」譯時事新報）
⑤	日本近來敎育注重道德基礎與保存國粹、固與吾邦綱常名敎之説語異而理同。至於萬國競能、必先
具正確之知識、徤全之人格（『申報』1906年12月24日第12100号「答辭」）
⑥	言語明瞭正確、為教習者最宜（『大公報』1907年 3 月31日第1694号「女子師範學堂章程」）
⑦	實爲君主國立憲最正確之書、可爲我預備憲法諸君先河之導24）（『申報』1907年 6 月 1 日第12252号、
3 日第12254号、 5 日第12256号、 7 日第12258号、 9 日第12260号「上海商務印書館最新各書出版
『日本筧克彥國法學』」）
　以上の 6 例はすべて20世紀に入ってからのものであるため、「正確」が中国に流入し始めた時期は、そ
の語がすでに日本語に定着した後であることがわかった。また、この 6 例の「正確」はすべて「基準に
合っている」という意味で使われていた。つまり、「正確」が中国語に流入した初期には、日本語におけ
る「正確」の定着した後の意味と一致していることも明らかになった。
3.2　使用頻度の変化
　定着のプロセスを考察するために、1925年25）以前の『申報』（広告の用例を除いた）と『大公報』にお
ける「正確」の使用回数を統計した。繁体字の「正確」をキーワードとして検索し、「端正確実」のよう
な「正確」でない結果や「正碻」など異体字の例を除き、出た結果を新聞の復刻本で確認したうえ、図
2 を作成した。両新聞紙の言語総数が異なり、年代ごとのデータ量も相違しているため26）、両紙間の比較
はできないが、「正確」の使用傾向は窺えると考える。
　1909年までは両紙とも用例が数例しかなく、その語の流入した初期の段階で、主に日本文章の翻訳や
日本についてのことを紹介するものに集中している。1910年から使用が二桁にのぼり、小幅の起伏もあ
ったが、全体としては上昇傾向で、1916年にピークを迎えた。1917年は大幅な減少が見られた。その後
両紙における使用頻度は反対の方向に向かっていた。『申報』では、「正確」の使用が著しく上昇し、1920
24）	これは広告であるため、同じ文が何回も見られた。
25）	沈国威（2010）『近代中日詞彙交流研究：漢字新詞的創製、容受与共享』中華書局は、中国における日本からの近代
新語の受容は「五四運動」（1919年）前後までに一段落がつき、その後完全に止まってはいなかったが、個別の言葉
の交流にとどまったと指摘している。よって、「正確」の受容と定着を考察する際に、1919年より少し後になる1925
年にした。
26）	『申報』は『大公報』より毎号の紙面数が多かったため、言語データ数も多かった。「正確」流入の初期には言語デ
ータ数の差でその使用頻度に与えた影響は大きくなかったが、この語彙の定着が進むにつれ、言語データ数の多い
ほうが「正確」の使用頻度も高いと想定できるであろう。
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年に第二のピークを迎え、その後起伏はあったが、高い使用率を維持し続けた。一方、『大公報』では、
使用率の安定が見られ、その後ほぼ横ばいの状況が見られた。
おわりに
　以上の考察によって、次のことが明らかになった。「正確」は創出後、ゆれもあったが、意味・用法が
次第に豊富になり、19世紀末から20世紀初期に「正しくて確か」という意味に定着し、「基準に合ってい
て、信用できる」というニュアンスが含まれるようになった。「正しい」と「基準に合っている」意味で
は一致している。また「正確」と「精密」とは意味からも連体修飾対象の分野にも類似点が認められ、
前者が「正しくて確か」、後者が「詳しくて細かい」という使い分けができた。このように、「正確」類
語群が形成し、定着したのである。
　本稿では、「正しい」「正確」「精密」を中心に、「正確」類語群の近代化をめぐり、考察を試みた。和
語の「正しい」は多義的で、使用領域も広いためか、常に使用頻度が最も高かった。それに対し、「正
確」は明治以降に作られた新漢語として、使用頻度が徐々に上昇し、漢語の類語の中では基本度が一番
高い語となっている。「精密」は古くから使われていた漢籍語であるが、使用頻度が減少し続け、「正確」
に取って代わられ、周辺的な位置に置かれた。このように、20世紀の初期に、「正確」「精密」「正しい」
などで構成されている「正確」類語群に、一対多の和漢対応現象が生じ、類語同士に使い分けができ、
定着したのである。また、「正確」は20世紀初頭に中国に流入し、使用率を次第に高めていき、定着が進
んでいったことが明らかになった。
02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
申報 0 0 0 1 1 0 3 6 17 19 34 27 31 46 59 28 41 91 130106155150144150
大公報 1 1 0 0 0 1 0 1 15 10 16 16 11 27 44 21 14 15 11 15 30 27 22 17
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図 2 　1925年以前『申報』と『大公報』における「正確」の使用頻度

